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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
あ
た

た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
1
号

機
が
40
年
を
迎
え
、
最
長
10
年
の
継
続
運
転

を
了
承
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

後
継
機
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
自
主
調
査

が
は
じ
ま
り
、
こ
の
秋
以
降
に
事
業
者
か
ら

構
想
が
示
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
来
年
7
月
に
は
美
浜

発
電
所
2
号
機
が
40
年
を
迎
え
ま
す
。
議
会

と
し
て
国
や
事
業
者
に
更
な
る
安
全
対
策
の

強
化
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
域
主
権
改
革
」も
具
体
的
な
動
き
を
見

せ
は
じ
め
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
の
地
域
や
行
政
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
、
町
議
会
は
変
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
議
会
の
活
性
化

と
強
化
へ
の
取
り
組
み
が
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
真
に
町

民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、

去
る
12
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

総
意
の
も
と
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
議
会
の
あ
り

方
や
活
性
化
方
策
に
関
す
る
調
査
な
ど
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
議
員
相
互
で
活
発

な
議
論
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
様

と
対
話
し
、
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
流
し
な
が

ら
責
任
あ
る
議
会
活
動
を
全
う
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

議 

長
　 

北
　
村
　
　  

晋

新
年
の
ご
挨
拶

  平成22年第8回 12月 定例議会報告
平成22年第8回美浜町議会定例会は、12月10日から21日まで12日間の会期で開かれました。一
般会計補正予算など10議案各常任委員会で審議の上、いずれも原案どおり可決しました。また、
追加された2議案についても原案どおり可決しました。議員発委による意見書を上程し原案可決
しました。

議案第61号　平成22年度美浜町一般会計補正予算（第３号）
議案第62号　平成22年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第１号）
議案第63号　平成22年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第64号　平成22年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第65号　平成22年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第66号　平成22年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）
議案第67号　平成22年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案第68号　平成22年度美浜町上水道事業会計補正予算（第１号）
議案第69号　美浜南小学校体育館整備基金条例の制定について
議案第70号　公立小浜病院組合規約の変更について
議案第71号　美浜町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第72号　美浜町中央公民館解体工事請負契約について
発委第９号　ＴＰＰ交渉参加に関する意見書の提出について
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議
案
第
61
号　

平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

総
務
費職

員
の
人
件
費
に
つ
い
て
、

議
員
分
含
み
２
，
６
０
０
万

円
削
減
。
職
員
の
職
務
に
対
す
る

意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
説
明

が
行
き
渡
っ
て
い
る
の
か
。

人
事
院
勧
告
や
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
い
た
減
額
な
の
で

や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
条
例
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
一
般
職
員

は
理
解
し
て
い
る
。

民
生
費子

供
の
伸
び
る
力
育
成
事
業

と
は
な
に
か
。

県
が
基
金
事
業
と
し
て
積
み

立
て
た
も
の
で
、
支
援
セ
ン

タ
ー
や
保
育
園
で
、
研
修
や
備
品

の
購
入
に
も
使
え
る
も
の
で
あ
る
。

衛
生
費ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
を
説

明
頂
き
た
い
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」に

つ
い
て
、
対
象
は
低
所
得
者

（
生
活
保
護
者
・
非
課
税
者
）
に
対

す
る
も
の
で
、
対
象
者
１
３
６
８

人
（
10
月
現
在
）、
接
種
率
は
63
％

で
あ
る
。
本
年
は
季
節
性
を
含
め

３
種
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
。「
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
は
対
象
年
齢
中

学
１
年
か
ら
３
年
の
女
子
、
国
の

方
針
は
３
回
接
種
だ
が
、
本
年
度

中
に
は
無
理
な
の
で
、２
回
接
種
。

対
象
者
１
４
３
人
。「
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
」と「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
」
は
生
後
２
ヶ
月
か
ら
４
歳
ま

で
の
間
。
対
象
者
２
９
１
人
。
両

ワ
ク
チ
ン
は
自
己
負
担
１
割
と
い

う
計
算
で
考
え
て
い
る
。

接
種
し
て
持
続
効
果
は
有
る

の
か
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
持

続
効
果
期
間
は
５
年
か
ら

10
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
１
回
あ

た
り
１
万
６
千
円
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
45
％
補
助
が
あ
る
。

美
浜
町
で
は
残
り
55
％
全
額
を
持

ち
、
自
己
負
担
の
無
い
よ
う
に
し

た
い
。

農
林
水
産
費

新
庄
で
９
．
７
㎞
を
１
業
者

で
は
請
負
え
な
い
と
思
う
が
。

現
在
測
量
中
で
あ
る
。
設
計

を
待
っ
て
発
注
予
定
。
一
括

発
注
よ
り
は
分
割
の
ほ
う
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。

商
工
費職

員
の
人
件
費
に
つ
い
て
、

増
え
る
理
由
は
。

産
業
活
性
化
対
策
費
と
観
光

総
務
費
の
関
連
で
、
当
初
観

光
総
務
費
で
見
込
ん
で
い
た
職
員

を
一
名
交
流
推
進
室
に
配
置
替
え

し
て
増
強
を
図
っ
た
。

土
木
費中

央
公
民
館
前
の
県
道
の
整
備

は
い
つ
ご
ろ
着
工
す
る
の
か
。

来
年
度
以
降
に
な
る
。

教
育
費小

学
校
の
再
編
計
画
が
出
て

い
る
中
で
、
南
小
学
校
の
体

育
館
の
改
修
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い

う
意
味
で
理
解
す
れ
ば
良
い
か
。

学
校
再
編
は
念
頭
に
無
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
社
会
体
育

の
振
興
を
加
味
し
て
や
や
大
き
い

も
の
を
計
画
し
て
い
る
。

議
案
第
69
号　

美
浜
南
小
学
校
体

育
館
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

条
例
の
第
３
条
に
つ
い
て
、

市
中
銀
行
な
の
か
。
自
治
体

も
利
息
を
受
け
取
れ
る
の
か
。

基
金
は
町
内
の
金
融
機
関
を

予
定
し
て
１
年
間
の
定
期
預

金
と
す
る
。
利
子
も
若
干
あ
る
の

で
、あ
わ
せ
て
事
業
に
充
て
た
い
。

  平成22年第8回 12月 定例議会報告
平成22年度一般会計12月補正予算の主な内容

補正予算額　5億4041万9千円　　総額80億4816万5千円

質疑

質疑

質疑質疑質疑

質疑質疑

質疑質疑 回答

回答

回答 回答回答回答

回答

回答回答 総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

総
務
文
教

常
任
委
員
会（
抜
粋
）

予算額 主要事項 金　額 備　　考

民 生 費 2,499
心身障害者（児）医療無料化対
策事業 6,375 助成対象者数、障害程度等の変更による

医療費助成の増額
施設入所支援事業 4,182 障害程度、入所期間等の変更による増額

衛 生 費 △956 感染予防事業 4,004 新型インフルエンザ、子宮頸がん、肺炎球
菌、ヒブの各ワクチン接種費の助成

農林水産業費 150,038

明日の地域農業を支える担い手
条件整備事業 5,276 ＪＡが認定農業者へ農業機械をリースす

るための機械購入費補助

中山間直接支払事業 12,816
中山間地域の耕作放棄を防止するため
に、協定を締結した集落等へ直接支払交
付金を交付

中山間地域総合整備事業
（有害獣） 100,900 有害獣侵入防止用恒久柵の設置

（新庄地区）
中山間地域総合整備事業
（水路） 11,000 農業用排水路の追加工事（山上地区）　

220m追加

県事業負担金 15,000 県営かんがい排水（美浜中央）
事業の追加工事負担金　140m追加

教 育 費 401,259 美浜南小学校体育館改築事業 400,000 平成２３年度完成に向けての基金造成
（ 人 件 費 ） 職員人件費（議員分を含む） △26,238
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  平成22年第8回 12月 定例議会報告
議
案
第
62
号　

平
成
22
年
度
美
浜
町
診

療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

丹
生
の
医
師
が
産
休
と
い
う
こ
と

で
、
県
か
ら
医
師
の
派
遣
を
受
け

る
そ
う
だ
が
、い
つ
復
帰
さ
れ
る
の
か
。

佐
川
医
師
の
１
月
か
ら
の
産
休

に
伴
い
、
現
在
県
立
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
で
勤
務
し
て
い
る
30
歳
の
男
性

医
師
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

美
浜
町
職
員
と
し
て
任
期
付
で
採
用
と

い
う
形
に
な
る
。

議
案
第
64
号　

平
成
22
年
度
美
浜
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
の
保
険
料
で
前
年
度
分
、
こ

れ
は
未
収
入
の
分
な
の
か
。

全
体
事
業
金
額
の
減
に
よ
る
町
負

担
分（
実
質
１
／
４
）の
減
で
あ
る
。

議
案
67
号　

平
成
22
年
度
美
浜
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
の
公
共
下
水
の
受
益
者
負
担

に
つ
い
て
、
本
管
が
通
っ
た
時
点

で
受
益
者
負
担
が
あ
が
る
が
、
本
来
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
払
っ
て
い
な
い

場
合
も
会
計
上
未
収
金
と
し
て
上
げ
な

く
て
も
良
い
の
か
。

現
在
マ
ス
を
つ
け
て
あ
る
場
合
は

受
益
者
負
担
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
設
置
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
も

ら
っ
て
い
な
い
。

12
月
17
日
に
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

今
後
の
事
業
計
画
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

◎
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
。

◎
多
目
的
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
（
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

◎
土
地
改
良
施
設（
雲
谷
頭
首
工
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
）の
改
修
に
つ
い
て

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

④
美
浜
町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
及
び
美
浜
町
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

⑤
そ
の
他

議
案
第
60
号　

美
浜
町
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

①
美
浜
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

②
美
浜
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正

③
美
浜
町
一
般
職
の
任
期
付

●
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会

　

平
成
22
年
11
月
22
日
開
催
し
、「
関
西

電
力
株
式
会
社
美
浜
発
電
所
の
概
況
等

に
つ
い
て
」
と
「
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
、
も
ん
じ
ゅ
の
概
況
等
に
つ
い
て
」

の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

美
浜
発
電
所
１
号
機
に
つ
い
て
40

年
を
越
え
て
の
運
転
継
続
が
決

ま
っ
た
が
、後
継
機
を
建
設
す
る
と
し
て

も
、
今
後
、
10
年
も
15
年
も
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、１
号
機
運
転
停
止
か
ら

後
継
機
運
転
開
始
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
切

り
替
わ
っ
て
い
く
の
か
。

後
継
機
に
つ
い
て
は
設
置
可
能
性

の
検
討
を
進
め
る
た
め
、地
形
・
地

質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
で
き
る
だ

け
早
く
構
想
を
と
り
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
後
継
機
を
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
も
建

設
に
10
年
か
ら
15
年
程
度
か
か
り
、谷
間

は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
間
廃
炉
に
向
け
た
作
業
や
、建
設
準
備

工
事
等
も
あ
り
そ
れ
ほ
ど
へ
こ
む
こ
と

は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

　

も
ん
じ
ゅ
関
係

炉
内
中
継
装
置
を
燃
料
出
入
孔
ス

リ
ー
ブ
と
一
体
で
引
抜
く
と
い
う

が
、発
火
や
安
全
性
の
観
点
か
ら
大
丈
夫

な
の
か
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
付
着
し
た
配
管
の

撤
去
な
ど
の
場
合
、プ
ラ
バ
ッ
ク
と

い
う
ビ
ニ
ー
ル
で
全
体
を
覆
い
、空
気
が

入
ら
な
い
状
態
を
作
っ
て
切
断
な
ど
を

行
う
と
い
う
作
業
経
験
が
あ
る
。
大
変

困
難
な
作
業
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、他

の
メ
ー
カ
ー
や
常
陽
の
経
験
者
な
ど
の

応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
当
に
原
子
炉
内
に
ダ
メ
ー
ジ
は

な
い
と
判
断
し
て
よ
い
の
か
。

落
下
原
因
の
追
究
ば
か
り
で
、
マ

ス
コ
ミ
に
対
し
原
子
炉
容
器
内
の

ど
こ
に
落
下
し
た
の
か
と
い
う
説
明
を

怠
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
炉
内
中
継

装
置
は
、落
下
の
衝
撃
で
一
部
損
傷
が
あ

る
も
の
の
所
定
の
位
置
に
あ
り
、原
子
炉

容
器
内
の
設
備
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い

る
。
炉
内
中
継
装
置
を
抜
い
た
後
、
詳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
上
で
判
断
す
る
。

質疑質疑質疑 回答回答回答

質疑

質疑

質疑

回答

回答

回答 美
浜
発
電
所
関
係

も
ん
じ
ゅ
関
係

全
員
協
議
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会（
抜
粋
）

平成22年第7回
臨時議会報告

特別委員会報告（抜粋）

平成22年第7回臨時議会は、11月26
日10時から美浜町議会議場で開催され
ました。審議された内容は次のとおり
です。討議後原案どおり可決しました。
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一　　般　　質　　問

テ
イ
ー
施
設
と
し
て
活
用
す
る
計
画
で
す
。更
に
、

せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
と
図
書
館
は
耐
震
化
等
の
検

査
を
行
い
公
共
施
設
と
し
て
の
利
活
用
を
今
後

検
討
い
た
し
ま
す
。
町
誌
編
纂
室
は
編
纂
の
為

に
集
ま
っ
た
多
く
の
資
料
や
、興
道
寺
廃
寺
の
発

掘
品
な
ど
文
化
財
保
護
業
務
の
拠
点
と
し
て
活

用
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
15
年
間
の
小
学
校
児
童
の
減
少
率
は
菅

浜
小
で
７
３
．
６
％
、
丹
生
小
で
６
８
．
２
％
、

北
小
で
４
９
．
５
％
と
な
っ
て
い
て
、
丹
生
、
菅

浜
小
で
は
完
全
複
式
授
業
、新
庄
小
で
も
23
年
度

か
ら
完
全
複
式
に
な
り
ま
す
。
北
小
で
も
１
学

級
複
式
と
な
り
ま
す
。
こ
の
様
に
児
童
減
少
は

顕
著
で
23
年
度
、小
学
校
再
編
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
通
学
方
法
等
を
検
討
し
、複
式
授
業
の
解

消
を
目
指
し
て
計
画
を
提
示
し
て
参
り
ま
す
。

温
泉
用
地
と
し
て
取
得
し
た
土
地
の
活

用
計
画
は

　

平
成
15
年
、温
泉
施
設
と
し
て
取
得
し
た
土
地

の
内
、若
狭
医
療
福
祉
専
門
学
校
に
提
供
し
た
以

外
の
土
地
が
空
い
て
い
る
が
、今
後
の
土
地
の
活

用
計
画
は
。

温
泉
を
活
用
し
た
産
業
活
性
化
機
能
と

合
わ
せ
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た

め
に
今
後
も
検
討
。

　

平
成
10
年
当
時
、産
業
活
性
化
施
設
の
一
つ
と

し
て
温
泉
施
設
を
希
望
す
る
声
が
あ
り
、平
成
13

年
度
に
掘
削
を
実
施
、温
泉
を
掘
り
当
て
ま
し
た
。

湧
出
量
は
毎
分
32
リ
ッ
ト
ル
で
少
な
く
、温
度
は

34
℃
で
し
た
。
そ
れ
で
も
温
泉
を
活
用
し
て
産

業
活
性
化
拠
点
整
備
し
よ
う
と
用
地
を
平
成
15

年
度
に
２
３
，５
０
０
㎡
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

温
泉
を
核
と
し
た
施
設
整
備
に
は
課
題
が
多
く
、

最
終
的
に
健
康
増
進
、医
療
費
軽
減
を
期
す
る
施

設
整
備
が
提
案
さ
れ
、平
成
18
年
１
月
に
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
専
門
学
校
の
誘
致
を
検
討
し
、若

狭
医
療
福
祉
専
門
学
校
を
誘
致
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
計
画
の
一
端
と
し
て
も
、更
に
温
泉
入
浴

と
健
康
増
進
を
図
る
施
設
を
整
備
す
る
と
な
る

と
多
大
な
資
金
が
必
要
で
、町
と
し
て
は
保
育
園

の
統
合
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
対
応
や
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
等
、優
先
す
べ
き
課
題
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
健
康
増
進
施
設
と

し
て
は
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
十
分
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

国
吉
城
址
史
跡
公
園
整
備
の
今
後
に
つ

い
て

　

立
派
な
資
料
館
が
建
設
さ
れ
た
が
、単
に
見
学

入
館
者
だ
け
で
な
く
、体
験
や
学
校
教
育
に
活
用

し
て
周
辺
一
帯
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、将
来
の
展
望
は
。

史
跡
公
園
を
め
ざ
し
計
画
に
沿
っ
た
整

備
を
継
続

　

資
料
館
は
21
年
４
月
開
館
以
来
、県
外
者
を
含

め
多
く
入
館
を
頂
い
て
お
り
、歴
史
資
料
や
調
査

の
成
果
を
見
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
歴
史

教
育
や
公
民
館
講
座
に
使
用
し
、は
あ
と
ふ
る
体

験
の
国
吉
城
址
現
地
見
学
、発
掘
体
験
に
活
用
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
平
成

14
年
3
月
策
定
の
国
吉
城
址
及
び
周
辺
地
区
史

跡
公
園
整
備
基
本
計
画
を
柱
に
平
成
15
年
策
定

の
国
吉
城
址
史
跡
公
園
等
環
境
整
備
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

近
々
、歴
史
資
料
館
へ
の
誘
導
看
板
や
外
溝
整
備

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

美
浜
町
の
公
営
企
業
会
計
（
上
水
道
、
簡

易
水
道
、集
落
排
水
、公
共
下
水
道
事
業
）

の
課
題
と
、今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　

公
営
企
業
会
計
そ
れ
ぞ
れ
に
多
額
の
設
備
投

資
費
用
が
掛
か
っ
て
お
り
、
町
債
、
企
業
債
の
未

償
還
元
金
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
事
業
に
は

今
後
、老
朽
化
等
含
む
管
理
費
に
相
当
費
用
が
嵩

ん
で
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
ど
の
よ
う
な

採
算
計
画
か
事
業
会
計
ご
と
に
説
明
を
お
聞
き

し
た
い
。

町
民
共
通
の
大
切
な
事
業
な
の
で
交
付

金
、
補
助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
、
健
全

経
営
化
対
策
に
努
力

　

上
水
道
事
業
は
昭
和
50
年
よ
り
供
用
開
始

を
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
総
事
業
費
は
３
７
．

３
億
円
で
補
助
金
、
負
担
金
の
２
１
．
９
億
円
、

起
債
の
１
５
．
４
億
円
で
事
業
が
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
の
給
水
戸
数
は
２
，
９
０
０
戸
、
給
水

人
口
は
７
，
３
０
０
人
で
す
。
経
営
的
に
は
給
水

人
口
の
微
減
、節
水
意
識
の
向
上
で
使
用
料
等
の

総
収
益
に
対
し
て
総
費
用
が
下
回
っ
て
お
り
、資

金
剰
余
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
施
設
に
つ
い
て

町
内
小
学
校
の
統
廃
合
計
画
と
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
町
営
施
設
の

利
用
計
画
に
つ
い
て

　

町
内
７
つ
の
小
学
校
に
つ
い
て
学
級
数
及
び

児
童
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
統

廃
合
の
計
画
と
、保
育
所
の
統
合
や
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
建
築
、せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
の
改
築
等
で

空
く
、町
の
諸
施
設
の
今
後
の
利
用
計
画
は
。

小
学
校
の
統
合
は
再
編
検
討
委
員
会
で

検
討
。
空
き
施
設
は
目
的
に
沿
っ
た
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

　

少
子
化
に
つ
い
て
は
地
域
の
衰
退
、
大
き
く

は
国
力
の
減
退
と
言
う
事
で
憂
え
て
お
り
ま
す
。

15
年
前
か
ら
５
年
ご
と
に
１
４
９
人
、１
４
７
人
、

１
０
７
人
と
減
少
し
、今
後
５
年
間
は
20
人
減
少

と
推
定
さ
れ
て
お
り
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
は
見

え
て
お
り
ま
す
が
学
校
教
育
の
充
実
の
為
、小
学

校
の
統
廃
合
は
必
要
で
、23
年
度
か
ら
小
学
校
の

再
編
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
に
入
り
ま

す
。
空
い
て
く
る
施
設
で
す
が
保
育
所
で
は
早

瀬
は
老
朽
化
で
取
り
壊
し
、
日
向
、
新
庄
、
菅
浜

に
つ
い
て
は
改
装
し
地
域
の
福
祉
や
コ
ミ
ュ
ニ

回
答
：
町
長

倉 田 愛 子 議員

浜 野 健 治 議員

質
問
：
①

質
問
：
①

質
問
：
③

質
問
：
②

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
教
育
長

　

12
月
定
例
議
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
当
局
と
活
発
な
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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一　　般　　　　質　　問
は
老
朽
化
し
た
水
道
管
理
所
を
平
成
20
，21
年
度

で
電
気
設
備
、機
械
設
備
を
含
め
一
括
更
新
を
し

ま
し
た
。
平
成
10
年
以
来
の
送
・
排
水
管
の
更
新

は
耐
震
管
と
な
っ
て
お
り
、約
40
％
は
完
了
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
導
水
管
、
送
・
排
水
管
の
更
新

は
耐
震
管
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
初
期
の
元
金

償
還
に
加
え
平
成
25
年
度
か
ら
こ
れ
ら
管
理
所

等
の
更
新
費
用
の
償
還
が
加
算
さ
れ
る
の
で
更

な
る
経
費
削
減
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
で
す
が
昭
和
31
年
度
、

日
向
地
区
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

起
債
借
入
残
高
が
２
．
６
億
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。日
向
は
現
在
上
水
道
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
新
庄
、丹
生
等
６
集
落
６
施
設
と

飲
料
水
供
給
を
し
て
い
る
新
庄
の
松
屋
、奥
等
４

地
区
が
有
り
ま
し
て
給
水
戸
数
は
１
，
１
０
０

戸
、
給
水
人
口
3
，
０
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
経
営
的
に
は
給
水
人
口
の
減
少
、
節
水
意
識

向
上
等
に
よ
り
給
水
人
口
は
増
え
な
い
状
況
で

す
が
健
全
で
す
。
雲
谷
、
新
庄
を
除
く
施
設
の
老

朽
化
は
進
ん
で
い
て
更
に
、渓
流
水
を
利
用
し
て

い
る
丹
生
、
竹
波
、
菅
浜
は
水
量
、
水
質
に
不
安

が
あ
り
ま
す
。
又
、
送
・
排
水
管
の
漏
水
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
丹
生
、
竹
波
に
つ
い
て
は
膜
ろ

過
処
理
に
よ
る
水
質
安
定
化
も
図
っ
て
い
き
ま

す
。
総
量
が
少
な
い
た
め
、
今
後
の
維
持
管
理
費

用
を
賄
う
べ
き
更
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
集
落
排
水
事
業
で
す
が
昭
和
57
年
度
和

田
地
区
を
皮
切
り
に
昨
年
度
完
了
し
た
新
庄
地
区

ま
で
28
年
間
で
総
事
業
費
５
６
．
６
億
円
を
補
助

金
及
び
負
担
金
の
45
億
円
と
起
債
で
１
１
．
６
億

円
で
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
処
理
場
は
11

地
区
、
管
路
工
事
は
12
地
区
で
行
い
ま
し
た
。
平

成
18
年
度
か
ら
管
理
一
元
化
を
進
め
、
昨
年
10
月

に
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
町
の
施
設
と
し
て
管

理
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
公
共
下
水
道
と

接
続
可
能
な
地
区
は
接
続
を
し
て
い
き
た
い
と
考

し
て
行
く

　

こ
の
課
題
は
本
町
に
限
ら
ず
、各
地
方
で
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
丹
生
、
日
向
、

新
庄
各
方
面
等
、地
理
的
に
広
範
囲
な
面
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
利
用
者
の

減
少
は
、バ
ス
会
社
の
経
済
的
理
由
で
路
線
の
廃

止
を
申
し
出
て
、継
続
に
は
自
治
体
の
補
助
金
等

の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。通
学
生
や
高
齢

者
の
足
の
確
保
の
為
に
は
や
む
を
得
な
い
事
で

あ
り
ま
す
。
一
方
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
住
み
に

く
い
理
由
の
一
つ
に
交
通
が
不
便
だ
か
ら
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
は
交
通
の

利
便
性
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
言
う
事

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。社
会
経
済
活
動
の
基
盤

で
あ
る
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
、及
び
利
便
性

向
上
は
町
づ
く
り
の
為
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
19
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
交
通
に
つ
い
て
協
議

す
る
機
関
「
美
浜
町
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
設

置
し
て
各
代
表
か
ら
意
見
を
聞
き
進
め
て
お
り

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
は
平
成
17
年
、
レ

イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
と
丹
生
方
面
を
結
ぶ
ブ

ル
ー
ス
カ
イ
号
、
平
成
18
年
、
同
じ
く
日
向
方
面

を
結
ぶ
ゆ
う
な
ぎ
号
、新
庄
方
面
を
結
ぶ
や
ま
び

こ
号
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
編
成
に

つ
い
て
は
2
次
交
通
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
小
浜
線
、
路

線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
、
美
方
高
校
の

始
業
終
業
時
間
、レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
の
利

便
性
を
考
慮
し
な
が
ら
定
め
て
お
り
ま
す
。
議

員
提
案
の
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
考
え
も
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、課
題
も
多
い
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
利
用
状
況
は
年
々
緩
や
か
に
増
加
を
し

て
お
り
、
経
費
は
年
間
３
，
０
７
０
万
円
で
補
助

金
で
８
２
５
万
円
、利
用
者
負
担
が
４
８
０
万
円
、

残
り
の
１
，
７
６
５
万
円
は
一
般
財
源
で
、
国
の

特
別
交
付
税
は
こ
の
１
，７
６
５
万
円
に
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
便
利
な
方
法
、
た
と
え
ば

え
て
お
り
ま
す
。
管
理
一
元
化
が
出
来
ま
し
た
の

で
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
の
公
共
下
水
道
で
す
が
、
平
成
元
年
か

ら
着
工
し
総
事
業
費
１
４
２
．
６
億
円
を
補
助

金
及
び
負
担
金
の
７
２
．
３
億
円
、
起
債
７
０
．

３
億
円
で
実
施
し
ま
し
た
。
処
理
場
の
池
は
２

つ
で
一
つ
目
は
平
成
７
年
、二
つ
目
は
平
成
14
年

度
に
完
成
、
処
理
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
２
，
０
０
０

立
米
、
計
４
，
０
０
０
立
米
の
能
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
現
在
日
最
大
流
入
量
は
２
，
９
０
０
立
米

な
の
で
設
備
余
裕
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
の
新
庄
地
区
の
処
理
及
び
、集
落
排
水
の
接

続
で
設
備
能
力
を
見
な
が
ら
３
池
の
増
設
の
検

討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
起
債
の
現
在
残
高
は

５
２
．
５
億
円
で
償
還
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
い

る
も
の
の
今
後
毎
年
３
．
８
億
円
の
償
還
が
必

要
で
、町
財
政
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
維
持
管
理
費
節
減
の
為
、
包
括
管
理
委

託
を
検
討
し
、事
業
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
普
及
率
は
７
７
．
３
％
で
す
の
で
未

加
入
者
へ
の
啓
蒙
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
す
べ

て
の
事
業
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
が
、長
い
期

間
で
し
た
の
で
供
用
年
数
に
集
落
間
格
差
が
有

り
ま
す
。
今
後
東
地
区
の
水
道
水
の
安
定
化
や

設
備
の
資
質
向
上
、老
朽
化
更
新
や
耐
震
化
更
新

を
含
め
た
維
持
管
理
方
法
と
経
営
基
盤
強
化
策

を
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
ト
ー
タ
ル
の
起
債
償
還
に
つ
い
て

は
平
成
16
年
度
当
初
に
１
１
５
億
円
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
残
高
が
９
０
．
４
億
円
、
平
成

26
年
度
に
は
６
４
．
８
億
円
と
予
測
し
て
お
り

ま
す
。
１
年
間
の
償
還
額
は
平
均
５
億
円
と
な

り
、平
成
26
年
度
か
ら
５
億
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

水
道
、
集
排
、
下
水
事
業
は
町
民
に
と
っ
て
必
要

な
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今
後
も
交
付
金
、補

助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
て
、一
般
財
源
の
投
入

と
合
わ
せ
健
全
化
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
、
美
浜

町
の
地
理
学
的
見
地
か
ら
地
域
交
通
体

系
を
住
民
の
足
と
い
う
観
点
か
ら
問
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
の
機
能
は
様
々
な
側

面
が
あ
り
、交
通
弱
者
や
高
齢
者
の
足
の
確
保
と

い
う
面
と
事
業
性
・
収
益
性
の
面
か
ら
難
し
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
状
、
バ
ス
路
線
の
維

持
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、経

路
・
ダ
イ
ヤ
設
定
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た

ず
に
、現
行
路
線
の
見
直
し
な
き
延
命
を
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
目
的

に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
の
検
証
も
必

要
で
は
な
い
か
。
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
等
の
戦
略
も
考

え
ら
れ
る
が
、そ
う
い
っ
た
意
味
で

①
従
来
の
民
間
路
線
バ
ス
か
ら
移
行
し
た
経
緯

と
利
用
者
の
満
足
度

②
金
銭
的
負
担
と
課
題
、将
来
の
方
向
性

③
現
行
ダ
イ
ヤ
と
運
行
形
態
の
課
題
、新
た
な
運

行
方
法
模
索

④
交
通
弱
者
の
立
場
で
考
え
る
地
域
交
通
体
系

⑤
２
次
交
通
手
段
と
し
て
観
光
タ
ク
シ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
を
含
め
た
観
光
戦
略

以
上
を
包
括
し
た
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

美
浜
町
地
域
公
共
交
通
会
議
で
こ
れ
か

ら
も
利
便
性
の
高
い
交
通
形
態
を
検
討

回
答
：
町
長

松 坂 隆 司 議員

質
問
：
①
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一　　般　　　　質　　問
停
車
場
以
外
で
も
手
を
上
げ
れ
ば
乗
れ
る
と
か
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中

で
検
討
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
の
提
案
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

美
浜
町
地
域
公
共
交
通
会
議
に
は
地
元
の
代

表
、Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
の
事
業
者
、
美
方
高
校
の
職
員

の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
美
方
高
校
に
朝
、
親
御
さ
ん
に
送
っ
て
い

た
だ
く
生
徒
は
、雨
の
日
や
寒
い
日
に
多
く
自
転

車
通
学
が
し
に
く
い
時
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
で

帰
り
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス
を
利
用
し
て
お

ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
決
算
は
承
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
借
入
金
の
現
在
高
は
、
又
、
借

入
金
の
借
り
換
え
が
有
利
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か

　

平
成
21
年
度
決
算
は
９
月
定
例
会
で
承
認
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
町
民
か
ら
町
の
借
金
は
い

く
ら
あ
る
の
か
と
言
う
疑
問
の
声
が
聞
か
れ
る
。

一
度
は
っ
き
り
と
す
る
と
共
に
、そ
の
借
入
金
の

金
利
を
適
性
に
判
断
し
て
有
利
な
借
り
換
え
が

必
要
と
考
え
る
が
。

財
政
の
健
全
性
を
十
分
意
識
し
な
が
ら
、

上
手
な
運
用
を
し
て
い
き
た
い
。

　

地
方
債
、こ
れ
は
借
金
で
す
け
れ
ど
も
財
源
の

補
填
的
機
能
に
加
え
て
収
益
的
な
投
資
や
長
期

間
使
用
す
る
施
設
整
備
等
に
関
わ
る
費
用
を
世

代
間
を
超
え
て
公
平
的
に
負
担
す
る
と
い
う
考

え
方
で
使
用
し
ま
す
。
毎
年
度
末
に
、
実
質
公
債

費
率
、公
債
費
残
高
に
留
意
し
な
が
ら
活
用
を
し

て
お
り
ま
す
。
過
去
の
大
き
な
も
の
と
し
て
土

地
改
良
事
業
の
補
助
金
、
漁
港
の
改
修
事
業
、
公

営
住
宅
、
災
害
復
旧
対
策
事
業
等
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
末
の
残
高
は
一
般
会
計
の
４
２
．

９
億
円
の
う
ち
、
町
の
責
任
部
分
が
２
１
．
７
億

円
、
国
の
責
任
部
分
が
２
１
．
２
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
営
企
業
会
計
（
上
水
、
簡
水
、
集
排
、

公
共
下
水
）
合
計
で
７
０
．
６
億
円
で
、
こ
れ
も

返
済
の
ピ
ー
ク
は
越
え
て
お
り
ま
す
。
環
境
衛

生
組
合
会
計
の
２
０
．
８
億
円
、
こ
れ
は
使
用
量

等
を
考
慮
し
て
若
狭
町
45
％
、
美
浜
町
55
％
の

分
担
で
す
。
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
に
１
７
．

５
億
円
、
こ
れ
も
お
お
よ
そ
若
狭
町
55
％
、
美
浜

町
45
％
の
分
担
で
す
。
後
消
防
組
合
、
診
療
所
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
が
少
額
で
す
。
申
し
上
げ

た
内
容
の
い
ず
れ
も
計
画
通
り
返
済
し
、減
少
し

て
お
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
に
は
順
調
に
借

金
を
活
か
し
な
が
ら
必
要
な
施
設
の
整
備
、
事

業
を
し
て
い
る
と
言
う
事
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
総
合
体
育
館
や
美
浜
中
学
校
の
プ
ー
ル
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
あ
お
な
み
保
育
園
、
国
吉
譲
資

料
館
及
び
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
買
収
は
原
電
３
法

交
付
金
を
活
用
し
地
方
債
、借
金
な
し
に
実
施
し

ま
し
た
。今
後
予
定
し
て
い
る
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
、

み
ず
う
み
保
育
園
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
南
小

学
校
体
育
館
、エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
体
験
施
設
等
も

議
会
も
一
緒
に
な
っ
て
資
金
確
保
に
御
協
力
い

た
だ
い
て
地
方
債
を
使
用
せ
ず
に
や
っ
て
い
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
上
下
水
道
や
そ
の

他
の
公
共
事
業
が
出
て
き
て
、地
方
債
の
必
要
が

出
て
く
る
と
考
え
ま
す
が
町
財
政
の
健
全
化
第

一
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
平
成
19
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
6
年

間
に
限
り
財
政
力
指
数
や
公
債
費
比
率
な
ど
が

国
の
定
め
た
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
条

件
に
後
年
度
の
支
払
利
子
分
が
免
除
さ
れ
る
と

い
う
繰
上
償
還
制
度
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
美
浜

町
で
も
５
％
以
上
の
利
率
の
公
的
資
金
に
つ
き

ま
し
て
特
別
会
計
を
含
み
３
．
２
億
円
の
借
り
換

え
や
繰
上
償
還
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
22
年

度
か
ら
24
年
度
に
は
１
．
９
億
円
ほ
ど
の
借
り
換

え
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
借
り
換
え
に
伴

い
、
全
会
計
で
１
．
４
億
円
ほ
ど
の
利
子
支
払
い

の
軽
減
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、５
％
未
満
の

借
入
金
を
繰
上
償
還
す
る
の
は
得
策
と
は
言
え

な
い
部
分
も
あ
る
の
で
財
政
負
担
の
軽
減
等
、
総

合
的
に
考
え
慎
重
な
運
営
に
心
掛
け
ま
す
。

美
浜
発
電
所
の
後
継
機
の
検
討
に
入
っ

て
い
る
が
、
実
現
が
決
定
し
た
と
き
の

地
域
振
興
策
は
雇
用
を
含
め
て
考
え
て

い
る
の
か

　

美
浜
発
電
所
１
号
機
の
延
長
運
転
と
共
に
、そ

の
後
継
機
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、こ
れ
に
絡

め
て
安
定
し
た
正
規
雇
用
の
整
っ
た
企
業
誘
致

等
の
地
域
振
興
策
が
あ
る
の
か
。

地
域
振
興
策
は
手
を
抜
か
ず
、
検
討
し

て
行
く

　

美
浜
１
号
機
後
継
機
に
関
連
し
て
の
地
域
振

興
策
で
す
け
れ
ど
も
、こ
れ
は
後
継
機
有
無
に
関

わ
ら
ず
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
や
っ
た
ら
地
域
振
興
が
完
了
と
言
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
毎
年
、
社
会
情
勢
、
経
済

状
況
、地
域
の
要
望
等
に
応
じ
て
第
四
次
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
を
講
じ
て
い
か
な
い

と
地
域
振
興
は
図
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致
は
大
変
大
き
な
課
題
で
す
が
、定
住
対

策
あ
る
い
は
町
の
振
興
計
画
と
合
わ
せ
検
討
し

て
行
き
ま
す
が
地
域
性
を
活
か
し
た
原
子
力
産

業
関
連
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
形
態

と
、待
機
者
に
つ
い
て

　

高
齢
化
の
続
く
中
、小
規
模
特
養
老
人
保
ホ
ー

ム
の
建
設
の
話
を
聞
い
て
い
る
が
内
容
は
。

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き

計
画
中

　

小
規
模
特
養
老
人
ホ
ー
ム
は
29
人
以
下
の
地

域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
老
人

福
祉
施
設
で
す
。
詳
細
は
担
当
課
長
か
ら
説
明

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
待
機
者
の
状
況
で
す
が
平
成
22
年
６
月

現
在
で
66
人
で
す
。
そ
の
う
ち
単
身
者
で
か
つ
介

護
人
が
お
ら
れ
な
い
人
が
52
人
で
す
。
更
に
こ
の

中
で
要
介
護
度
３
以
上
の
方
が
27
人
で
す
。
小
規

模
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
形
態
は
29
人
以
下
の
介

護
老
人
福
祉
施
設
で
、
入
所
対
象
者
は
町
民
に
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
個
部
屋
を
中
心
と
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
型
の
施
設
で
す
。
現
在
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
平
成
23
年
度
内
に
施
設

整
備
が
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
入
居
費
用
は
、
国
民
年
金
者
の
世
帯
で
も
入

居
が
可
能
な
施
設
と
な
る
よ
う
事
業
者
と
相
談

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
総
務
課
長

回
答
：
健
康
福
祉
課
長

質
問
：
②

質
問
：
③

回
答
：
住
民
安
全
課
長

宮 下 紀 興 議員

質
問
：
①
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一　　般　　質　　問

施
後
の
反
省
会
な
ど
専
門
家
や
議
会
、町
民
の
意

見
を
お
聞
き
し
て
、良
い
方
向
に
見
直
し
を
す
る

の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
仕
分

け
と
、見
直
し
と
を
は
っ
き
り
と
使
い
分
け
て
参

り
ま
す
。
次
の
新
し
い
施
設
が
出
来
た
後
の
空

き
施
設
で
す
が
、倉
田
議
員
の
質
問
に
お
答
え
し

て
お
り
ま
す
の
で
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
次

の
温
浴
施
設
の
件
で
す
が
こ
の
件
は
各
種
団
体

の
代
表
の
方
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
の
活
性
化
施
策

を
検
討
し
て
み
て
は
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

平
成
19
年
、議
会
の
視
察
後
も
同
じ
様
な
事
を
ご

提
案
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
を
重
視
、参

考
に
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に
は

中
途
半
端
な
資
金
や
体
制
で
は
取
り
組
め
な
い

の
で
活
用
す
る
方
向
で
取
り
組
み
ま
す
。
最
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
体
験
施
設
で
す
が
、元
々
も

ん
じ
ゅ
が
建
設
さ
れ
た
時
か
ら
の
い
き
さ
つ
が

あ
り
ま
し
て
国
の
交
付
金
を
伴
う
も
の
で
す
の

で
ど
こ
で
も
と
云
う
訳
に
は
行
か
な
い
事
を
ご

理
解
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
町
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
成

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

全
国
の
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
し
、平
成
19
年

度
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
特
別
奨
励
賞
も
頂
い

て
お
り
ま
す
。
又
、
美
浜
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
室
の
設
置
等
、電
源
立
地
地
域
と
し
て
の
特
徴

も
持
た
せ
て
お
り
ま
す
。福
井
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

拠
点
化
計
画
の
中
に
参
加
す
る
意
味
で
も
美
浜

町
は
こ
れ
と
言
う
も
の
に
す
る
為
、今
後
整
備
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
基
本
計
画
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

　

町
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
る
町
政
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
た
と
え
ば
町
内
の
跡
取
り
や
次

男
が
家
を
建
て
る
の
を
機
に
、隣
の
敦
賀
市
に
建

て
ら
れ
る
現
実
が
あ
る
が
、町
と
し
て
の
魅
力
と

い
う
点
か
ら
、こ
の
現
実
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

現
状
の
振
興
計
画
の
延
長
で
は
将
来
の
夢
が
無

く
、
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
る
。
宮
崎
県
の
小

さ
な
村
で
地
方
活
性
化
の
目
的
で
い
く
つ
か
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
成
功
し
て
い
る
事

例
が
有
る
が
、
今
後
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

広
く
勉
強
し
て
当
町
に
合
っ
た
振
興
策

を
進
め
る

　

人
口
減
少
の
全
国
的
な
傾
向
の
中
で
い
か
に

減
少
を
食
い
止
め
る
か
。
結
婚
対
策
、
若
者
の
定

住
対
策
、
雇
用
対
策
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
公
共
交

通
の
充
実
等
幾
つ
も
の
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
や
っ
て
き
た
事
と
し
て
交
通
ア
ク
セ
ス

対
策
の
バ
イ
パ
ス
設
置
、子
供
の
保
育
環
境
の
整

備
、
医
療
、
診
療
対
策
、
少
な
い
な
が
ら
も
工
場

誘
致
で
す
。
住
宅
政
策
に
対
し
て
の
優
遇
措
置

で
す
け
れ
ど
も
土
地
の
取
得
や
建
物
に
対
す
る

融
資
制
度
、
補
助
制
度
、
税
的
補
助
等
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す
。
十
分
議
論
し
て
財
源
確
保
ま

で
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
課
関
係
は
主
に
五
木
マ
ラ
ソ
ン
、
町
民
レ

ガ
ッ
タ
、
全
国
中
学
校
ボ
ー
ト
大
会
、
町
民
文
化

祭
で
す
。
い
ず
れ
も
開
催
前
に
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
前
回
の
反
省
や
町
民
の
声
を
反
映
し

て
内
容
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
五
木
マ
ラ
ソ

ン
に
つ
い
て
は
前
日
の
旅
館
民
宿
が
満
室
の
状

態
に
な
る
等
の
経
済
効
果
と
美
浜
町
の
Ｐ
Ｒ
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
課
の
イ
ベ
ン
ト
は
三
方
五
湖
春
ま
つ
り
か

ら
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
里
コ
ン
サ
ー
ト
、納
涼
花
火

大
会
等
を
実
施
し
て
お
り
美
浜
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
誘
客
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
５

月
の
福
井
テ
レ
ビ
主
催
の
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ア
は

県
外
か
ら
も
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
好
評

で
す
。
今
後
も
内
容
を
十
分
検
討
し
充
実
し
て

参
り
ま
す
。

　

本
課
で
は
「
は
あ
と
ぴ
あ
ま
つ
り
」
を
平
成
10

年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
美
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
、美
浜
町
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
な
ど
、本
町
の
福
祉
や
健
康
増
進
を
目
的
と

す
る
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
祭
は
農
林
漁
業
者
、ま
た
は
団
体
が
一
堂

に
会
し
て
町
民
と
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る

場
で
す
。
展
示
即
売
、
品
評
会
、
地
産
地
消
の
推

進
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
同
時
に
相
談
窓
口
、
小

学
生
の
コ
メ
作
り
発
表
等
も
行
い
、今
後
も
充
実

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
は
基
本
計
画
を

前
年
度
作
成
、
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

年
度
末
ま
で
に
行
動
計
画
を
作
成
す
べ
く
広
く

意
見
を
頂
き
な
が
ら
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、そ
の
都
度
ご
説
明
を
致
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
政
の
諸
事
業
が
当
初
の
目
的
を
達
し

て
き
た
の
か
、
見
直
す
必
要
性
は
本
当

に
な
い
の
か

　
「
事
業
仕
分
け
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
具
体
的

に
お
聞
き
し
ま
す
。

①
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
に
つ
い
て
一
度
見
直

す
べ
き
で
は
。

②
新
し
い
公
共
施
設
が
出
来
た
後
の
遊
休
施
設

の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
見
直
す

必
要
は
。

③
温
浴
施
設
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
、温
泉
の

湧
出
量
も
温
度
も
温
泉
に
適
し
な
い
と
言
う

現
実
を
見
極
め
温
浴
施
設
と
言
う
計
画
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
体
験
施
設
に
つ
い
て
町
に

必
要
な
施
設
な
の
か
、見
直
し
が
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
。

仕
分
け
と
見
直
し
は
、
は
っ
き
り
と
使

い
分
け
て
実
行
す
る

　

町
の
事
業
は
議
会
な
り
、委
員
会
で
き
ち
っ
と

審
議
し
た
も
の
を
上
げ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で

国
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
外
部
の
人
に
入
っ
て

い
た
だ
い
て
仕
分
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
当
然
イ
ベ
ン
ト
等
は
実

回
答
：
町
長

兵 庫 賢 一 議員

質
問
：
①

質
問
：
②

回
答
：
町
長

回
答
：
生
涯
学
習
課
長

回
答
：
健
康
福
祉
課
長

回
答
：
農
林
水
産
課
長

回
答
：
企
画
政
策
課
長

回
答
：
商
工
観
光
課
長
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　平成22年度第４回敦賀美方消防
組合議会定例会が、去る12月24日に
開催され、平成22年度敦賀美方消
防組合一般会計補正予算案等７議
案が審議・可決されました。
　昨年一年を振り返りますと、全国各
地で局地的な豪雨などにより多くの死
傷者や、連日の猛暑による熱中症の被
害が急増した年でありました。美浜町では春の局地的な強風による被害が
あり、被害に合われた方 に々は大変お気の毒な一年であった訳ですが、当
消防組合管内全体としては、自然災害等による大きな被害はありませんでし
た。今後も初動体制の整備に力を注ぎ、災害に強いまちづくりを目指して参
りますので、町民の皆様方のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

管内火災は年間19件
　12月20日現在の当消防組合管内における災害の発生状況です。火災
件数は、19件で、昨年と同数です。（主な内訳、建物火災10件・車両火災
4件・船舶火災1件・その他火災4件）救急出場件数は、3129件で、昨年
と比べ151件の増です。救急業務につきましては、高齢化に伴う救急要請
が増加してきております。

救急車の正しい利用にご協力を
　こうした中、救急隊員の技術の向上と併せて地域住民に対し、応急手当
の普及を図るとともに、明らかに軽傷である場合や、タクシー代わりなど、安
易な救急車の利用についての理解を求めるため、住民の皆様方に正しい
救急車の利用方法について、ご理解をお願いしているところであります。救
助件数は、56件で、昨年と比べ1件の増です。（交通事故によるものが全
体の半数以上）
　消防施設等の整備としては、敦賀消防署に災害対応特殊水槽付消防
ポンプ自動車を更新配備し、敦賀市及び美浜町（郷市洪水山地区）に耐
震性貯水槽を設置しました。

女性消防団員任用決定。ぜひご応募を
　消防団活動の充実強化策につきましては、美浜消防団（早瀬地区）に
小型動力ポンプ付積載車、三方消防団に小型動力ポンプ付積載車軽ト
ラックタイプ3台を配置するとともに、消防団の教養訓練の徹底に努めており
ます。
　敦賀美方消防組合消防団の設置に関する条例の一部改正で、女性消
防団員任用に伴う定員増の改正がありました。この件に関しましては、ちょ
うど一年前の定例会で同条例の一部改正があり、消防団員の規定の中で
『成人の男子』とありましたところを『成人』に改正されました。これは男女
協働参画社会の流れと、全国的には消防団員が不足気味の傾向にある
為にとられている状況を踏まえて検討されてきた結果を受け改正されたわ
けであります。其の時、当地方の現状と社会的諸情勢を考慮して、女性団
員の任用に伴い、男性団員の定員が減らされることの無いように配慮すべ
しとの意見が出されておりましたが、今回の改正による定員増で、いよいよ
女性団員が任用され活躍いただく具体的な方向の一歩を踏み出したわけ
であります。改正により、敦賀消防団におきましては、定員270人を10人増
員して280人に、美浜、三方の各消防団におきましては、定員225人をそれ
ぞれ8人増員して233人（総勢746名）になりました。現在720名の男性消
防団員を有する消防力を低下させることなく、女性ならではのソフトできめ細
かな火災予防、予防広報的な活動を充実させるため、定員増で新たに26
名の女性消防団員の任用を図ったものであります。ここ近年美浜町でも、
自衛消防隊操法大会での女性チームの活躍を拝見させて頂いております
が、ぜひ美浜消防団へのご応募をお待ちしております。

平成21年度美浜・三方環境衛生組合
一般会計歳入歳出決算の認定
　組合施設については、各施設とも大きなトラブルもな
く順調に運転を続けている。各施設では、当初の運
転計画に基づき、随時点検整備を行いながら処理機
能の維持に努め、住民生活に支障が生じないよう細
心の注意を払っている。今年度より5年間の長期契
約に移行しており、今後とも安定した運転管理が継
続できるよう、委託会社の管理監督に取り組んでまい
りたいと考えている。平成21年度の各施設における
主な処理実績。

１．し尿処理場への搬入量は6,525キロリットルで、前
年度比245キロリットル（3.6％）の減少となっており、
生し尿と浄化槽汚泥の搬入比率は、昨年度と同
様に浄化槽汚泥の占める割合が多く69.2％となっ
ている。

２．エコクル美方の各施設はガス化溶融施設への可
燃ごみの総搬入量が5,553トンで、前年度比152ト
ン（2.6％）の減少となっている。リサイクルプラザへ
の不燃・粗大ごみの総搬入量は838トンで、前年
度比19トン（2.2％）の減少となり、施設からの資源
化率は、昨年度とほぼ同じ72％となっている。

３．一般廃棄物最終処理場の搬入状況は、今年度搬
入量が353トン、容積換算では518立方メートルで、
21年度末での総埋立量が2,947立方メートル、施
設の埋立計画容積11,800立方メートルに対しては
25％の埋立実績となっている。

４．堆肥化施設への原材料搬入量では、畜産糞が
3,908トンで前年度比145トン（3.5％）の減少、生ご
みが125トンで前年度比18トン（13.0％）の増加となっ
ている。

　今後とも、地域住民の皆様のご理解とご協力を頂
きながら適正な廃棄物の処理、資源の有効活用に
努めてまいりたい。議案第13号「平成21年度美浜・
三方環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定
について」は、決算概要として歳入総額8億1,340万
1千円、歳出総額8億681万4千円で、差引残額658
万7千円につきましては、平成22年度へ繰越とした
ものであります。歳入では分担金及び負担金で7億
5,987万4千円、使用料及び手数料で2,545万4千
円、繰入金で1,000万円、繰越金で856万8千円、諸
収入で950万5千円、議会費 で28万1千円、業

務費で2,939万4
千円、環境衛生
費で4億9,426万
3千円、積立金
で700万円、公
債費で2億7,587
万6千円となっ
ている。

敦賀美方消防組合議会報告平成22年第3回
美浜・三方環境衛生組合

議会定例会

エコクル美方

観閲式行進
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産業厚生常任委員会視察研修

　羽咋市は、2007年神子原地区という中山間地域の地場
産品のブランド化や定住促進、農業の１．５次産業化といった
様々な取組により、山村集落活性化計画「山彦計画」を策定
し、山村集落の活性化を目指している。
＜山彦計画＞
⃝農産物の価格を市場にゆだねるのではなく、農家が作った

ものを農家が値段をつけられる仕組みを作り、農業所得
の向上により人口減少を食い止めようとするものである。

（良質な米をブランド化し、米価をそれまでの３倍程に跳
ね上げることに成功。）

⃝農家自体が販売体制を構築し、出資を募って会社を設立・
管理運営を行っている。

⃝職員で選任１名と兼任１名の合計１．５名で、一般予算６０万
円でのスタート。

⃝農家が擬似親「よぼし親」として擬似の親子関係を結び、
農家において都市住民の宿泊受入を可能にした

⃝受入学生の協力で棚田に
「巨大ひな壇」作りをし、
イベントとして成功

⃝農家と農地をセットで移
住者に貸し出す「空き
農家・農地情報バンク制
度」を創設

●過疎化する山村集落神子原地区での
　地場産品のブランド化や活性化の現状
　（石川県羽咋市）

●市民と共に生ゴミ利用に取り組む
　「バイオマスタウン構想」
　（石川県加賀市）

（注・バイオマスとは、動植物から生まれた再生可能な有機性資源のこと。）

⃝＜廃棄物系バイオマス＞生ゴミ、家畜拝せつ物、下水汚泥
⃝＜未利用系バイオマス＞剪定枝、林地残材、稲わら、もみ殻  などから
⃝家庭系廃食用油の回収（婦人が母体）はエタノール化して、剪定枝

はペレット化してバイオ燃料に！
⃝学校給食残さや家庭系生ゴミは堆肥化して、農地へ還元！（婦人会が

中心で始めた）
　また、生ゴミ収集は婦人会が中心となり、リサイクル自業者が移動式
の車両で収集、堆肥化をした後、それぞれの契約農家に配布している。
　一方、堆肥使用農家としては、市内のみならず山代・白山地区の農
家が集まって㈱なっぱ会を作り（参加農家４５軒だそうである）堆肥を
消費、出来た農産物各種は、食品スーパー等１４社、飲食チェーン等５社
にて販売（約１．８億円）している。この取り組みの環は広がってはいる
ものの、まだ全体の２割という。

　今回石川県羽咋市、加賀市の地区の取り組みを視察して「行政は活
性化とは、まず書類や冊子を作ったり、シンポジウムを開いたりするが、
正直印刷物をいくら作っても、会議や討論会を何回も聞いても、農村
は何も変わらない。そうしたやり方には、理念に基づいて行動するこ
とが欠落している。」という指摘もあるように両市は、それぞれの施
策の理念に基づいて常に行動してきたものだと思う。我が町も理念に
基づいて町民が行動し、行政との協働のまちづくりをやらなければと
思う。

移動生ごみ処理車

神子原地区にて研修


